
    経験を食べて成長する             
校 長  古 田  豊 

 新年を迎えました。はじめに、1 月 1 日の能登半島地震で災害に遭われた地域の皆様に心よ

りお見舞い申し上げるとともに、一日でも早い復旧・復興をお祈り申し上げます。 

 さて、昨年４月、水神小学校では学級数が一つ増え 12 学級となり、児童数も大きく増えて

新学期をスタートしました。5 月に新型コロナが２類から 5 類に代わり、学校行事も制限なく

できるようになりました。9 月には交通安全パレードがあり、従来通り４～6 年が参加して、

十三間通の方まで廻ることができました。また、開校以来、地域ぐるみで伝統的に行ってきた

その取組に対し、11 月には「警視総監賞」を受賞することができました。12 月には、ICT 有

効活用の江東区教育委員会研究協力校として、教員二百数十名参加の研究発表会を開くことが

できました。今年もその流れに乗って、弛むことなく邁進していく所存です。 

 ところで、水神小学校の校名は、学区域にある「亀戸水神社（水神宮）」からいただいていま

すが、「水神小学校」という名の小学校は、全国でも一つしかないようです（ネット検索しても

本校しかヒットしないので）。水神社、水神宮といったお社やお宮は全国津々浦々にあるので、

他にも同じ学校名があっても不思議ではないのですが。私はこの水神という名称が好きです。

水神小学校の校長であることに喜びを感じています。また、水神と関わりが深いのは、やはり

龍です。今年は辰年です。十二支の中では唯一空想上の生き物です。神社の手水舎で龍の口か

ら水が流れている光景をよく見ます。龍は、水と深い関わりがあります。ですから、水神と龍

は結びつきます。今年は、水神小学校にとって特別な年だと思っていたいです。 

 1 月 9 日（火）新年の登校が始まり、校庭で全校朝会を行いました。私は、こどもたちに龍

の話をしました。 

 

龍は十二支の中では唯一伝説上の生き物です。みんな、龍の姿を思い浮かべながら聞いてく

ださい。角は鹿、耳は牛、頭は駱駝、目は兎とか鬼とも、項（うなじ）は蛇、爪は鷲、掌は虎、

鱗は鯉、そして、腹は蜃（しん）。これは蜃気楼を作り出すといわれる伝説の生き物だそうです

が、どんな姿かよく分かりません。ですが、「龍に九似あり」と言われています。これを見てく

ださい。これはブータンという国の国旗です。この旗には龍が描かれています。今から、13 年

前の 3 月、東日本大震災が起こりました。ここにいる小学生はみんなまだ生まれていませんで

したが、先生たちはみんな体験しています。その年の 11 月、そのブータンのワンチュク国王が、

日本に来て原発事故で大変な思いをしている福島の小学校を訪問されました。その時、国王は

こんなお話をされました。「みなさんは龍を見たことがありますか。私は見たことがあります。

龍は私たち一人一人の体の中にいます。そして、“経験”を食べて生きています。たくさんの“経

験”を食べて成長しているのです。その龍は“人格”というものです。一番大切なのは、その

“人格”をコントロールすることです。」 わかりますか？ みんなも、これから生きていく中

でたくさんの経験をしていきます。楽しいこともあれば辛いこともある。嬉しいこともあれば

悲しいこともある。色々なことを経験しながら生きていくのです。 

コントールするということは、楽しいからと言って浮かれてばかり 

いないで、悲しいからと言って塞ぎ込んでいないで、それを糧にし 

て、強くなったり優しくなったり、一生懸命生きていくということ 

です。新しい年、みんなそれを忘れないで頑張っていきましょう。 

 

令和 6 年、こどもたちの実のある学び、健やかな成長のために、 

今年もどうぞよろしくお願いいたします。              ブータンの国旗 

 令和５年度         江 東 区 立 水 神 小 学 校  
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１月行事予定   
 

曜 朝 行事 

1 月  元日 

2 火   

3 水   

4 木   

5 金                      S 
6 土   

7 日  冬季休業日終了 

8 月  成人の日 

9 火 B 全校朝会 給食開始 

10 水 B 4時間授業                S 
11 木 読 席書会 委員会活動 

12 金 セ 席書会                 ☆ 

13 土   

14 日   

15 月 全 6年発育測定 

16 火 B 5年発育測定               

17 水 読 4年発育測定 4時間授業 5，6年俳句教室 S 
18 木 体 3年発育測定             ☆☆ 

19 金 タ 2年発育測定 1年ふれあい交流会 避難訓練 

20 土   

21 日   

22 月 全 1年発育測定 5年社会科見学 4年ボッチャ大会 

23 火 B  

24 水 読 4時間授業                S 
25 木 音 クラブ活動（3年クラブ見学）3年総合出前授業 

26 金 タ                    ☆ 

27 土   

28 日   

29 月 全 新1年生入学説明会 書き初め展示開始 

30 火 B  

31 水 読 4時間授業                S 
 ２  月 

1 木 児  

2 金 セ                    ☆ 

3 土   

4 日   

5 月 全                    ☆ 

6 火 B  

7 水 読 4時間授業                S 
8 木 体 学校公開 学校保健委員会 挨拶週間開始 ☆ 

9 金 セ 4，5年レベルアップ鼓笛 書き初め展示終了 

10 土   

11 日  建国記念の日 

12 月  振替休業日 

 

１月の生活目標  

礼儀正しくしよう 

・言葉遣いに気を付け礼儀正しくしよう。 

・時と場所、相手を考えて正しい言葉遣いをしよう。 

・服装、身だしなみをきちんとしよう。 

スタンダード目標 

・授業の始めと終わりにあいさつをしよう。 

・名前を呼ばれたら「はい」と返事をしよう。 

原爆先生授業（12月11日） 
6年生全員で広島に落とされた原子爆弾についての授業

をしました。実際に戦争で原子爆弾を経験された方のご家

族を講師としてお招きしました。 

 映像やお話を通して、原子爆弾の威力や構造のこと、被

爆者の方々は原子爆弾によってどのような苦しみを経験し

たのかを学習しました。初めて聞くことも多かったようで、

原子爆弾があまりにも高熱過ぎて、影しか残らない人もい

たこと、放射能によって長期間苦しんだ人がいたことなど

を聞いてびっくりした子もいました。こどもたちは戦争の

恐ろしさを感じ、二度と起こしてはならないことや平和の

尊さを学びました。           6年担任 

 

全：全校朝会 B：B時程 読：読書タイム セ：セーフ

ティタイム 音：音楽朝会 体：体育朝会 児：児童集会 

タ：タイピングタイム S：水神チャレンジ教室 ：ひ

まわり教室 ☆：スクールカウンセラー来校日  

研究発表会（12月８日） 

 令和4・5年度の2年間、江東区教育委員会研究協力校と

して、授業におけるICT 活用授業の研究を行い、その成果

を全クラスの授業公開とプレゼンテーションで発表しまし

た。「児童の資質・能力を伸ばす新しい学びの授業デザイン

～自らの学びを表現するＩＣＴ活用～」を研究主題として

取り組んでまいりました。児童一人一台端末が配備され３

年目になる本年度は、児童が進んで端末を学習に利用でき

るようになり、我々教員も授業の内容によって様々な機能

を活用して、児童一人一人の思考の場面を確保したり、考

えの共有や意見交換をしたりしてきました。 

 当日は、教員の緊張を感じてか、こどもたちも少々緊張

気味。しかし、日々行っているとおり、児童一人一人が端

末をそれぞれの課題に応じて操作し始めると、来校者より

関心の声が聞こえました。体育館いっぱいになるほど、区

内区外からたくさんの先生方が来てくださり、大盛況でし

た。 

 日々ご家庭での児童の端末使用や管理面でのご協力に改

めて感謝申し上げるとともに、当日に向けて花壇や校舎内

整備にたくさんのお時間を費やしていただいたボランティ

アの方々、そして、当日本校スタッフとして、受付や来客

案内等で助けていただいた保護者の方々に心より御礼申し

上げます。                副校長 

 

書き初め教室（12月20・21日） 
 1 月に行う席書会に向けて毎年冬休みの前に、地域にお

住まいの鈴木正根先生に毛筆の指導に来ていただいていま

す。今年も３～６年生が各学年2時間ずつ、ホールでみっ

ちりご指導いただきました。書き初め練習が冬休みの宿題

になっていた学年もあると思います。来たる1月11・12日

の席書会でその成果が試されます。   書き初め担当 


